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‣†はじめに
皆さん、こんにちは。寒い中ご苦労さまで
す。無事追悼が終わりました。 
 今ご紹介いただいたように、先週台風に
追われるような感じで高松で東亜大学同文
書院大学記念センター主催の講演会を行い
ました。今年で 19 回目か 20 回目になりま
す。ご縁があるところを中心に全国を回っ
てきました。途中、アメリカにあるアジア学
会から招待され、シカゴのホテルとシカゴ
大学で講演会をしました。 
 今年は、今日ここにおられます高松の堀
田さんの肝入りで「四国でやってほしい」と
いう話があり、やることになりました。私は
文学部地理学の担当でしたけれども、堀田
さんは前任の千葉徳爾先生の教え子でいら
っしゃいます。地理学卒業生は仲間の結束
力が強く、去年はここが終わったあと高野
山に行ったという話を聞いています。今年
は小豆島の予定が台風で中止になったとい
うことでした。地理学は歩いて何ぼの世界
なので、観念論とは違うところがあります。
そういう行動力のある方々の集合体で、頼
もしく思っております。 
 今日は、霞山会の堀田さんからご説明が
ありましたように荒尾精を讃える近衞篤麿
公による碑の問題です。私が部屋の中をい
ろいろ動かしながら整理していたところ碑
文の原稿を見つけまして、「こういうことが
あった」という思い出が出てまいりました。
それで、今日はこのテーマでやらせてもら
おうということになりました。連絡の行き
違いがあり、本日のテーマが高松講演会の
それになっております。ご承知下さい。 
 去年もやりましたが、十数年前にも後援
会の方々や霞山会の方々と一緒に碑の前で
追悼式典を行いました。そのときに私も参
加しました。高さ 5m ぐらいの大きな碑で
す。初めて見たときは驚きました。残念なが
ら、高過ぎて上のほうが読めないし、苔が生
えていてなかなかアプローチできませんで
した。 
․†碑を再生させた三田良信さん父子
もう一度これを再生させようという動き
は、金沢にお住まいの書院の 42 期生（大学
3 期生）の三田様からです。資料の 2 枚目
の後ろのほうに三田良信さん――われわれ
はリョウシンさんと呼んでいます――の略
歴が書いてあります。次が小さくて申し訳
ありません。この方は漢字検定の親分です。
京都での講演会のときにここへ来られて、
「これでは字が全く読めない」ということ
になり、次のときに息子さんを連れてこら
れて掃除をしてくれました。そのとき、はし
ごを組み、上から慎重に、かつ、それぞれの
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文字をバレンで拾っていくという大作業を
やっていただきました。 
 漢字検定の親分の三田さんは、当時金沢
大学や北陸大学で中国語・漢字の授業をさ
れていました。「三田さん。申し訳ないけれ
ども、せっかくならちゃんと読めるように
したいですね」と言ったところ、非常に真面
目な方なので、早速きちんと読んでいただ
き、それを送っていただきました。 
 レジュメ 2 枚目の後ろにこの碑文があり
ます。約 1,600 文字あります。一番上は 5m
の高さのところですから、下から見上げて
も読めません。これを下のプレートに読め
るように書いて、説明も付け、われわれの大
学の名前も入れていただければ、大学や荒
尾さんの PR もできるかなと思っておりま
す。このように、三田さんは今の状況をつく
り出す中興の祖のような方です。非常に熱
心にやっていただきました。 
 レジュメ 2 枚目の下のほうに、そのときの
様子を「『東方齋荒尾先生之碑』について」
ということで、うちの記念センターの冊子
に投稿していただきました。短い文章です
けれども、決意を込めて苔をはぎ取り、読め
るようにしたということです。大変な作業
で、そのときの写真がそこにあります。あま
り濃く印刷していないのは、黒くなると写
真が読めなくなるからです。 
 南京には南京同文書院をつくるときに、
近衞篤麿公が清国の劉坤一や張之洞と一緒
に立ち上げた学校です。そのとき東本願寺
の別院ができており、近衞公がそこを校舎
にしたいという申し入れをしましたら、無
理だという話で別のお寺に入りました。建
物を貸せない代わりに加賀の国石川県から
希望者を求めて送るということになり、こ
こでは 9 人となっていますが多くの書院生
を送ってこられたのです。石川県はその後
書院に継続的に入学生を送ってきています。 
 その地元で近衞公と関係のあった方が、
荒尾直筆の揮毫の書を持っておられました。
これは愛知大学の記念センターに飾ってあ
りますが、荒尾精が東北から九州まで学生
を募集してきた事跡です。こういう文章が
書いてありました。荒尾さんの字はこうい
う豪快な字なので、簡単には読めません。そ
れを、三田さんだから読み取っていただい
て左側に解釈が書いてあります。壮大な展
望を持って学生を集め、「いよいよ、これか
ら行くぞ」ということだと思います。左の解
説文の中に、四川の中心地が漢口と書いて
ありますが、これはちょっと違うかもしれ
ません。 
 荒尾さんの威信を感じ、三田さんは最も
この碑文にアクセスした人です。愛知大学
の記念センターにも、お弟子さんたちを連
れて北陸からバスをチャーターして見学に
来ていただきました。そして荒尾さんの文
字にお弟子さんたちみんなで挑んで帰られ
たというようなこともありました。残念な
がら、三田さんは体を悪くされて去年でし
たかお亡くなりになりました。大変惜しい
方をなくしたと思っております。 
 三田さんが書いたページの上のところに
読み下し文があります。漢字検定のプロの
三田さんが読み下したものです。若干仮名
も振っていただいたのですが、われわれは
これがないと漢和辞典も引けません。相当
熟語も含まれており、このままでは意味が
分からないものがたくさんありました。だ
いぶ読みやすくなりましたが、それでも難
しいです。私もそれなりに勉強しまして、1
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～2 ページに書いてあるところを大きい文
字で書いてみましたので、こちらで内容を
見ていただければと思います。 
 
‥†荒尾精と近衞篤麿公‒
 先ほど霞山会の堀田さんが言われていた
ように、内容に関しては荒尾精が本当に書
いたのかどうかという問題もあるわけです
が、少なくとも荒尾自身が文章を選んでチ
ェックしたという話は聞いております。読
んでいきますと、われわれの研究で荒尾精
に関する重点項目が必ずしも記されていな
いところもありますが、これは歴史的資料
の 1 つの見方だと考えております。では、
簡単に内容のご説明をさせていただきます。 
 これを読む目的は「はじめに」のところに
書いています。まず、「近衞篤麿公が荒尾精
の顕彰碑を建立した意義」。つまり、どうい
うことでこれをやられたのかということで
す。近衞篤麿公と荒尾精の面識はありませ
ん。資料的に確認できません。荒尾精は 38
歳、近衞公は 42 歳と、2 人とも早く亡くな
ったこともあると思います。 
 この間、近衞公はヨーロッパへ 6 年ぐら
い行ったり、世界旅行に 1 年掛けて行った
りしています。荒尾精は日清貿易研究所で
一生懸命苦労をし、その前は漢口の楽善堂
で若者たちと 3 年半過ごしていました。な
かなか出会うチャンスはなかったと思いま
す。それなのに、同文書院記念センターでは
「三聖人」として一緒に並んでいます。2 人
の間を仲介したのは根津一だと見ていいと
思います。 
 日清貿易研究所を荒尾精がつくっていく
わけですけれども、一方で近衞篤麿公は南
京同文書院というのをつくります。その最
初の院長候補に佐藤正という将軍があがっ
てきました。この人は日清戦争のときに朝
鮮半島で活躍した将軍で、戦時中に片足を
失っています。この人を最初の院長に据え
ようとしたところ、2 つの理由で駄目にな
りました。1 つは、佐藤が体調を崩したこと
です。もう一つは、近衞流に言うと「教育文
化事業の交流として南京同文書院をつくる」
という趣旨に対してトップが軍人では困る
わけです。軍部からも「行き過ぎではない
か」という意見が出て駄目になりました。 
 その代わりとして引っ張り出されたのが
京都に隠遁していた根津一でした。近衞公
は根津一を東京に呼び出し、南京同文書院
の院長を依頼しました。その後の東亜同文
書院の院長もその延長としてやったのだと
思います。根津一が院長となり、近衞公と絆
ができました。根津は、荒尾精の志を受け継
いで東亜同文書院を運営していきました。
このように、根津さんの情報が 2 人の間を
つないだのだろうと思います。近衞篤麿公
は、このような関係の中で荒尾精の功績を
知り、それに共感するところがあって、のち
にこの碑文を建立したわけです。 
 次に、「近衞篤麿公は荒尾精をどのように
理解し、どのように評価したのか」です。完
全に篤麿公が書いた文章ではないにしても、
どういう素材を使って荒尾精を称えている
のかとい点で近衞公の考え方が少し分かる
のではないかと思います。 
 ところで、先ほどご紹介した三田良信さ
んのことです。今回の碑文に関して多大な
貢献をされました。碑をきれいにして文字
を明らかにされましたが、われわれは経費
を一切払っていません。三田さんが息子さ
ん等と一緒に自費で頑張られましたので、
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今度説明文をつくるときにはそのことも添
えたほうがいいと思います。 
 
…†碑文を読む‒
（1）荒尾精の青年期 
 では「碑文」に入ります。ご興味のある方
は後ろのページの大きな碑文もご覧になり、
三田さんの書き下し文もご覧ください。最
初のところは、荒尾の生い立ちに関して書
いてあります。昔の人は名前を変えていま
したが、「義行」「精」「東方齋」と変わって
いきます。最後は東方齋と名乗っておられ
ました。 
 出身は尾張・枇杷島となっています。これ
にはいろいろな説があり、名古屋の今の西
区という説もあります。ここでは、ご両親の
出自の問題も書いてあり枇杷島育ちとなっ
ています。今年名古屋校舎で開催された霞
山会とのシンポジウムのときにも、私は荒
尾精の出身地の問題にふれたことがありま
すが、親族が枇杷島にたくさんいるという
ことで幼少期にそこへ出掛けたことは結構
多かったようです。 
 父親は尾張藩士でしたが明治維新で失業
します。10 歳ぐらいのときに東京に出て父
の金物屋を手伝いますが、父は武士の商法
で潰れてしまいました。武士の商法だけれ
ども、それを見ていた近くの麹町の警察署
長が荒尾少年の力量を評価し、書生として
彼を採用しました。そこから、彼の人生が大
きく変わっていきます。のちに軍籍を抜い
てビジネススクールという方向に進んでい
った背景には、枇杷島の市場や自身の東京
での商売の経験が大きくあったのではない
かと思います。 
 性格はそのころから落ち着きがあり、志
を持っていたと書いてあります。書生とし
て雇われるぐらいですから、そういう性格
だったのだろうと思います。 
 12 歳のときに外国語学校に入り、フラン
ス語を勉強しました。明治の最初のころは、
日本が導入したヨーロッパの技術や軍隊は
フランス式のものでした。日本の民法をつ
くり出したのもフランスです。ところが、フ
ランスでは日本の伝統的な入会林野や村の
治め方が分からないので、「それは従来どお
り」と書いてあります。当時はフランスが主
導権を握っていたのでお雇い外国人もフラ
ンス人が多く、フランス語を勉強しないと
いけなかったのです。今の英語と同じです。 
 ところが、途中でフランスがプロシアと
戦争して負けます。明治政府はドライなも
ので、ドイツのほうが強いとみてドイツ式
に変えたわけです。ドイツ人をお抱え外国
人とし、軍隊はフランス方式からドイツ方
式に変えました。 
 地理学で言うと、当初のフランス式の時
代、フランスの測量技術者たちを中心に日
本の地形図をつくりました。フランス人は
面白いです。ご覧になった方もいらっしゃ
ると思いますが、5 万分の 1 の地形図の欄
外に地名が示され、少し空欄があります。そ
この白枠のところに、地形図で描かれてい
る素晴らしい景色をそれぞれ描いたのです。
この地域がどんなところなのか、景色を見
たら分かるわけです。しかも、色刷りでし
た。 
 そういうことがあったのですが、プロシ
ア方式に変わった途端に「道路は馬が何頭
通れるか」「重さがどれぐらいまで耐えるか」
という軍事対策用の地図に変わりました。
フランスのロマンあふれる世界が一変しま
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した。後に、根津がドイツの将軍メッケルと
けんかしますが、時代が古ければフランス
式だったのでけんかしなかったかもしれま
せん。 
 荒尾精も当時の流行であるフランス語を
勉強したわけです。それから、古典も勉強し
ました。幕末から明治の最初のころ、たくさ
んお弟子さんを集めていた吉野金陵の門下
生になり、そこで古典を学びました。剣道も
学び、文武両道でした。 
 生まれは安政 6 年（1859 年）で、明治 11
年に陸軍教導団に入って陸軍軍曹になりま
す。警察署長の世話で書生になりましたが、
当時日本の初等教育や中等教育はまだ整備
されていませんでした。軍隊が次々に学校
をつくっていくのでそちらのほうで学び、
最後は陸軍大学校を卒業します。明治 13 年
には陸軍士官学校を出ています。明治 15 年
には陸軍少尉になります。 
 このときに、彼はいろいろな国の歴史を
勉強しました。その中で、西力が東方アジア
へ河川の強い流れのように押し寄せてきて
いる。その状態を初めて認識し、非常に危機
感を抱きます。根津一は、後に陸軍大学校で
荒尾と一緒になり、荒尾流に「だから経済で
やっていかないといけない。日本の軍隊で
は弱過ぎて相手にならない」という荒尾精
の考え方に傾倒していくことになります。
年齢は根津が 1 歳上でした。 
 明治の初めのころは対朝鮮の問題があり
ました。碑文にはあまり出てきませんが、日
本は明治維新で港を開放したのに朝鮮は一
向に開放しないということで、朝鮮征伐が
必要だという論調がありました。新しい制
度で国内世論がまとまらないので外に敵を
つくろうという風潮もありました。のちに、
西郷隆盛が中心になって西南戦争で内戦に
なるということがありました。そういうこ
ともあり、朝鮮を勉強すると背後に清国と
いう存在があり、清国はどういう国なのか、
行ってみたいということになりました。 
 
（2）漢口での荒尾 
 ここのところは碑文には簡略的に書いて
あり岸田吟香も出てきませんが、岸田吟香
を頼ってようやく上海に行きます。そこで
岸田吟香から目薬と書籍その他雑貨品をも
らって、明治 19 年、楽善堂を開き、情報収
集をしました。そのときに同志を 24 人集め
たと、簡単に書いてあります。荒尾が指導者
になって中国各地、南のほうは閔（びん）・
粤(えつ)・滇（てん）・魿（けん）といった
南方の諸州から、西のほうは秦・隴・巴蜀
（はしょく）・陝西省のところまで、北は蒙
古・西は伊黎（いり）。伊黎はロシアとの国
境のところです。 
 日英同盟のころ、イギリスから「ロシアが
清朝の西のほうに入ってきている情報を教
えてほしい」と言われたのですが、当時の日
本政府の外務省はそんな能力を持っていま
せんでした。結局、書院の第 2 期生が頼ま
れて行くことになりました。その最果ての
地が伊犁なのです。そこで的確な情報を得
て外務省に伝え、外務省はそれを伝えて面
子を保ちました。 
 しかし、それより前、荒尾精が若者を集め
てつくった漢口薬善堂は塾のような学校で
したから、最果ての伊犁まで行ったかどう
か分かりません。途中までは行った記録は
ありますが、その先は分かりません。目的地
は伊犁なので、当時の国際情勢を考えると
清国のロシア国境地帯の伊犁を目指したと
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いうのは的確な目標でした。 
 「東方」とは満州三省です。今の遼寧、吉
林、黒竜江になります。 
 荒尾のところに来た若者たちというのは
西南戦争で負けた薩摩や熊本の若者、会津
戦争で負けた福島や東北の若者でした。彼
らは、明治政府のもとでは立身出世の望み
が薄くなったということで大陸に行きまし
た。その連中を彼は集めて漢口で組織をつ
くりました。しかし、当時の清国では正式な
外国人でない限り殺されてしまったりしま
した。このように若者を各地に配置しまし
たが、帰ってこなかったり、殺されたりとい
うこともありました。情報はある程度集ま
ったけれども、全体としては失敗でした。 
 これは「きちんとした学校をつくらなか
ったからだ」ということで、帰国後、日清貿
易研究所をつくることになるわけです。荒
尾精としては、約 3 年半清国で情報も集め
てあちらこちらに行き、自分の体験で「禹域
九州」を把握していました。古代の禹という
王様は灌漑設備を一生懸命つくり治水をや
った人で、当時自分の領域として禹域を設
定していました。端的に言うと今の中国の
メインランドの範囲ですが、それを禹域九
州と言っていました。 
 清国の人でさえ各地を渡り歩いた人はい
ないということで、荒尾としては自信を持
ちました。そして明治 22 年にいよいよビジ
ネススクールとしての日清貿易研究所をつ
くろうというわけです。そのとき荒尾は、日
本の政財界のリーダーたちに「東亜の安定
は、日本と清国が協力する以外にない。協力
は不可欠だ」と主張しました。それがうまく
できないのは貿易が未熟だからだと。なぜ
かと言うと、人材がいないからです。そこ
で、ビジネスができるような大学堂（日清貿
易研究所）をつくって人材養成をする必要
があると、政府に話します。 
 この若さでも荒尾精はやはり有能だった
のでしょう。政府のトップクラスが皆賛成
したので、すぐに学生募集をスタートさせ
ました。そのころ、東京で勧業博覧会があり
ました。明治政府が毎年あちこちでやって
いたものですが、日本が近代化していく上
での情報を的確に出していくチャンスをつ
くっていました。 
 
（3）荒尾の日清貿易研究所と『清国通商綜
覧』 
 その中で「日清貿易研究会」を開催して清
国の商品を陳列し、欧米より近い隣の国に
これだけ価値のあるものがあることを示し
ました。一方、東アジアは西側の勢力に次々
に侵食されているという危機感も示してい
ます。このようにして、日清貿易研究所開設
に向けて志願者 300 人中 150 人を選抜し、
9 月に開校しました。 
 ところが、当時産業界をまとめていた岩
村農商務大臣が病気になり、荒尾への約束
の補助金が出なくなってしまいました。こ
れは荒尾精にとって計算外のことです。学
生は 150 人集まっているし、どうしようか。
学生も金庫の中が空だと知って大騒ぎをす
るなど混乱が続きました。そういうときに
根津一が抑え役として来ましたが、なかな
か収まりません。 
 荒尾が金策に行った日本から帰ってきて
「不満な学生はほかの学校に行け」と、30
人ほど退学させたということもあり、計画
を全部見直しました。関係のところから
3,000 円ほどの助成金をもらい、計画も立て
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直して創立記念式典を行いました。このと
きは、清国のそうそうたる各界トップの連
中も参加しました。 
 経営が軌道に乗り、編集中だった『清国通
商総覧』を刊行します。これは清国の商品の
カタログでもあり、清国の歴史や商工業そ
の他商業関係の文献も網羅しています。そ
れに、荒尾精が 3 年半清国で商業関係の調
査をした成果が入れてあります。今で言う
とビジネスハンドブックのようなものです
が、2,000 ページあるのでハンドにはなりま
せんけれども。こうして、初めて清国の実情
を伝えた本を日本で出版しました。 
 当時、清国は唐
から
の国と呼ばれており、日本
人には漢詩・漢文の世界でしか見たことの
ないけれども非常に美しい国という印象で
した。漢詩・漢文は、当時の貴族階層が美し
いものだけを描いていました。ところが、こ
の荒尾の書はそうではなく清国の一般庶民
の姿も現して実態に触れているということ
で、日本でベストセラーになりました。非常
に多くの文献を駆使し、数十種類の文献を
収録しています。従来の清国の伝統的・基本
的な文献も入れてあります。 
 いよいよ日清貿易研究所がオープンしま
す。最初は体操もしていました。武道的な体
操でしたから、清国の人たちは「あれは軍隊
じゃないのか」と疑いの目を持つ人もいま
したが、そういうものが次第に晴れていき
ました。 
 中国にはいろいろの団体が出てきていま
すが、哥老会という外国人追放の会があり
ました。そこで起こったのが義和団の乱で
す。そこで何を主張したかと言うと、清を倒
して明の時代に戻せという「反清復明」を唱
えました。明後期には「反明復漢」でした。
この騒乱があり、上海や南京も危なくなっ
てきました。 
 上海では、「西洋人は団結して対抗するの
に、日本から来た日清貿易研究所の連中は
動く気もない。けしからん」と批判があった
のですが、荒尾精は「ここは、優れた日本人
の子弟に優れた技量・学業を教えるところ
です。余計なことはしないが、協力するのは
やぶさかではない。非常事態には動きます」
という話をして外国人の信頼を得たという
ことが、碑文に書いてあります。実際にそう
だったようです。 
 さらに展開するために、明治 26 年に学生
の卒業と同時に「日清商品陳列所」をつくり
ます。元々これで商社をつくろうとしてい
たのが前述の資金難でできなくなり、日清
貿易研究所という貿易取引の実務を教える
付属の学校を表に出さざるを得なかったの
です。それが、結果的にはビジネススクール
として効果がありました。さらに「東方協
会」を立ち上げ、東アジア全体を貿易でまと
めていこうという規模拡大を目指します。 
 その目的は、東亜の商権の獲得でした。当
時、日本人は東アジアでの貿易がほとんど
できていませんでした。貿易をする人がい
ないので、日本を中心にした取引でも清国
の商人が牛耳っていました。北海道のコン
ブもそうでした。その取引を日本人の商人
でもできるようにしないといけないわけで
す。それには、ビジネスのトレーニングをす
る必要がありました。 
 
（4）荒尾と日清戦争 
 もう一つの目的は、日清間の協調です。こ
れをきちんとしたかたちでやれていません
でした。そのためにも東方協会をつくろう
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というわけです。伊藤博文などトップにも
話をしたら大賛成してくれました。そこで、
当時の地方の事業者も含め 1,000 人ぐらい
集めてその後押しをして、創立計画を立て
ました。しかし、直後に野党の猛反対で予算
削減となり、帝国議会は解散してしまいま
した。荒尾という人はついていない人のよ
うです。何か事業をやると、トップの信頼は
あるのにあるところで漏れてしまうのです。
ここでも実現しませんでした。大変残念な
ことです。 
 それから日清戦争が始まります。当時の
新聞では「朝鮮の乱」と書いてあります。荒
尾は、今、われわれがこの会を開いているこ
の若王子神社の隣に引っ込んでしまいます。
その前に彼は現場にも行っており、戦いの
対応策を考えていました。この戦争で清国
語が出来るということで多くの門下生を通
訳従軍として送らざるをえなくなりました
が、多くの教え子が亡くなりました。彼は責
任を感じていたのだと思います。 
 清国との和議が成立すると、再び清国に
行って状況を把握し、日清商工同盟設立を
力説しますが、これもうまくいきませんで
した。そこで、彼は方向転換して台湾に行き
ます。台湾は日本の新たな植民地になりま
した。そこで台湾と日本の間の貿易取引を
きちんとしようとしました。しかし、いきな
り植民地になったわけですから、台湾の人
も簡単に日本人を信用しません。そこで、台
湾と日本の間にはかなり溝があることがわ
かり、彼は心情を測るために神商協会を設
立して融和を図りました。 
 その上で東南アジアの拠点を見たいとい
うことで、船で鹿児島から琉球経由で台北
に行き、その先に福州、厦門、香港の訪問を
計画します。ところが、台北に入ってしばら
くしてペストに罹ってしまいます。3 日ぐ
らい体の不調が続き、ペストとわかってか
ら 6 日で亡くなってしまいました。亡くな
った日が 10 月 30 日です。 
 以上のようなところから、近衞篤麿公が
荒尾精を紹介してある文章を幾つか見てみ
ます。「君は」の「君」は荒尾のことです。
もう一度過去に遡りますが、荒尾は安政 6
年 4 月某日生まれです。日にちは分かりま
せん。享年 38 歳です。若いです。 
 その荒尾は「東亜の時事については、機を
見て微を察し、推測したものはだいたい的
中する能力を持っていた。隣国との紛争解
決には『対清意見』を表した」。これは、先
ほど触れなかったところです。清国と戦争
するとき、彼は賠償金を取るべきではない
とし、領土の割譲もまたするべきではない
という『対清意見』をここで書きました。そ
れで平和を進めようとしたのですが、世論
は全く違い、「勝ったのだから、賠償金や領
土を取るべきだ」というものでした。荒尾の
ところには多くの反対書面が届きました。 
 そこで改めて『対清弁妄』という本で、「賠
償金を取ると、賠償金は政府が払うのでは
なくて国民が税金として取られる。国民が
さらに貧しくなる。そうすると貿易なんて
できなくなる」という理由を書きました。し
かし、結果的には台湾の割譲と賠償金を取
ることになりました。 
 君は、「講和条約を妨げるものがあれば、
全国商工大会に臨んでその利害を説明し、
不十分な点は政府へ建白したい」と思って
いました。そして、「韓国の韓廷が乱れたと
知れば、対韓政策を定めたりしました」。こ
のころは、まだ韓国は日本領になっていま
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 せんでした。「しかし、いずれも採用されず、
後に試みられることもなかったのです。今、
君は既に亡くなっている」と書かれていま
す。非常に残念ですと。 
 今、「清韓では突発事件が多発し、その様
子を見たり賛否したりしているが、落ち着
きを取り戻せないでいる。それだけに、内外
の志士たちは君の機を見る早さや、悪いと
ころを思いめぐらすことができるのに、そ
の志が大成しなかったことを惜しんでい
る」。君がいたら、もっと解決しただろう、
と記しています。 
（5）「大人」としての荒尾評価 
 次のところです。「このごろ清国は以前の
教訓を生かすことなく、臨機応変にいろい
ろな改革をやるけれども、みんなわが国に
すり寄ってきて自分でやらない」。そういう
中で、「侮りや患いを防ぐために、清国自体
が日本にすり寄ってきている」という状況
があると言っています。 
 最後のページです。「わが朝野を憂う同志
たちや君の旧友たちは、君の遺志を継いで
危機を救うべく対応している」「だから、天
が君をもう少し長生きさせてくれたなら、
大局を計画的に治めることができ、国に大
きく貢献することは間違いない」と、書いて
います。 
「それを思うと、君のこれまでの心と志を
苦しめ、その体を過労させ、しかも目指した
方向は思いどおりにならなかった。それら
が君の寿命を縮め、その結果、南の沼泥の地
で命を落とすことになった」。上海も、昔は
沼泥の地でした。書院の学生が行くと 8 割
ぐらいが、上海で熱病に罹り倒れていまし
た。 
 荒尾にはいろいろなことでストレスがあ
ったと思います。それがなければあんな病
気には罹らなかっただろうという気持ちが
あります。「そして、君の死がこの世の安ら
ぎや危うさ、発展や衰退と深く関わってい
たということは気付かれなかった」。本当は
気付くべきなのに、実に悲しいことだと残
念がって記しています。 
 最後に「銘」として書いてあります。実際
は 4 文字で書いてあります。私は専門家で
はないので、これをどう解釈するかという
確信はありません。三田さんの解釈も 1 つ
です。これは、その人をどう位置付けるかと
いう単語の並びの表現だといえます。以下
は、私のほうで勝手に解釈したものです。 
「歴史ある日本で明治維新を体験し、元気
に生まれた賢人。親のような仁を持ち、隣国
と仲良くし、兄弟げんかをしても外に対し
ては兄弟で協力する。外からの敵は防ぎ、同
族以外の人も登用し、形而上は道理があり、
形而下は器がある。長い知性で安らかで、徳
を思い正しい道を与える。普通は民を思い、
見識ある人が知識を導く」。ここで「賢人」
や「見識ある人」というのは荒尾のことで
す。そして「多くの人々にこの功徳を称えた
碑を知ってもらいたい」という言葉で終わ
っています。 
‧†おわりに
最後に私のほうの「終わりに」のところで
すけれども、感想文のような感じでまとめ
書きました。 
（一）、近衞が荒尾と面談した史料はない。
仲立ちは南京同文書院の院長として近衞に
指名された根津であったと思われる。碑文
の大きさは、近衞の荒尾への高い評価を示
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 している。 
 （二）、近衞の荒尾を失った無念さが伝わ
ってくる。近衞は当時、すでにグローバルな
世界を体験しており、その中での荒尾の行
動や思考を最も理解でき、日本をグローバ
ル化できる有能な人材とみなした。これは、
当時としては新しいことだったと思います。
パイオニア的な人物でした。それが両者の
思いをつなげたものと思われます。近衞か
ら見ても明治の世界への視点を切り開いた
パイオニアとしての尊敬（リスペクト）があ
ったと思います。 
 （三）、荒尾の足跡を刻みながら、その
情報を丁寧に追っている。特に日清貿易研
究所をめぐる荒尾の日清間にかけた試み
は、近衞の南京同文書院設立交渉と二重映
しになっている。荒尾のやったことが非常
によくわかったのではないかと思います。 
 私がもし碑を書くとしたら、もうちょっ
と書き加えたいものもあります。しかし、
全体としては、近衞の気持ちを込めて書か
れたものだと思います。改めて、この 2 人
に面識はなかったけれどもこういうかたち
でつながっていたというところが、非常に
面白いと思います。それぞれ今日的に再評
価し研究することが必要だと思われます。 
 以上、非常に粗雑ですが、この碑文をど
う読むかということについては、だいたい
こういうことが書いてあるのではないかと
いうことで、私から紹介させていただきま
した。初めて読んだ人がほとんどだと思い
ます。年を取ってからこんなに懇切丁寧に
しっかり読んだことはなかなかなかったの
で、改めて内容を確認してよくできている
と感心した次第です。皆さんに以上からの
御感想があればレジュメの下に、メモを書
いていただきたいと思っています。どうも
失礼いたしました。 
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  【碑文】 
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  【レジュメ 1 枚目】 
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 【レジュメ 2 枚目】 
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